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ᙇ➉ᆜࠕᢈホ➨୍ወ᭩㔠⎼ᱵㄞἲࠖヂὀ✏㸦ୖ㸧
$Q$QQRWDWHG7UDQVODWLRQRI=KDQJ=KXSR
V+RZWR5HDGWKH1XPEHU2QH
0DUYHORXV%RRN-LQ3LQJ0HLZLWK&RPPHQWDU\


⏣୰ᬛ⾜


ゎ㢟

 ௨ୗ࡟ヂฟࡍࡿࡢࡣࠊᙇ➉ᆜ㸦㹼㸧ࡢࠕᢈホ➨୍ወ᭩㔠⎼ᱵㄞἲ࡛ࠖ࠶ࡿࠋ
ࠗ㔠⎼ᱵ࠘ࡢ∧ᮏࡣ୕✀㢮࡟ศ࠿ࢀࠊࡑࢀࡒࢀモヰᮏࠊᓫ⚞ᮏࠊ➨୍ወ᭩ᮏ࡜㏻⛠ࡉࢀࡿࠋ
モヰᮏࡍ࡞ࢃࡕࠗ᪂้㔠⎼ᱵモヰ 㸦࠘モヰᮏ㸧ࡣ࣭᫂୓ᬺᅄ༑஬ᖺ㸦㸧ࡢḠḠᏊᗎࢆᥖࡆࠊ
୍⯡࡟ࡇࡢᑠㄝࡢ᭱ࡶ᪩࠸หᮏ࡜ࡉࢀࡿࠋḟ࡟ୡ࡟ฟࡓࡢࡀࠊモヰᮏࢆᨵゞࡋࡓᮏᩥ࡟⡆༢࡞
ᢈホࢆ㝃ࡋࡓࠗ᪂้⧆ീᢈホ㔠⎼ᱵ࡛࠘ࠊᤄ⤮ࡢ้ᕤྡ࡞࡝࠿ࡽᓫ⚞ᖺ㛫㸦㸧ࡢห้࡜
᥎ᐃࡉࢀࡿࡓࡵࠊࡩࡘ࠺ᓫ⚞ᮏ࡜࿧ࡤࢀ࡚࠸ࡿࠋࡉࡽ࡟Ύ௦࡟ධࡗ࡚࠿ࡽ⌧ࢀࡓࡢࡀࠊᙇ➉ᆜ
ࡀᢈホࢆ㝃ࡋࡓࠗⓜ㭯ᇽᢈホ➨୍ወ᭩㔠⎼ᱵ࡛࠘ࠊᗣ↫୕༑ᅄᖺ㸦㸧ࡢㅰ㢇ᗎࢆ㝃ࡍࠋࡇ
ࡢ⣔⤫ࡢᮏࡀࠊࡸࡀ࡚ࠗ㔠⎼ᱵ࠘ࡢ᭱ࡶᬑཬࡋࡓ∧ᮏ࡜࡞ࡗࡓࠋ
➨୍ወ᭩ᮏࡢᕳ㢌࡟ࡣࠊㅰ㢇ᗎࡢ࡯࠿ࠊࠕ➉ᆜ㛩ヰ ࠖࠕ㔠⎼ᱵᐯពㄝ ࠖࠕⱞᏕㄝ ࠖࠕ➨୍ወ᭩㠀
Ῐ᭩ㄽ ࠖࠕ➨୍ወ᭩㔠⎼ᱵ㊃ㄯ ࠖࠕ㞧㘓 ࠖࠕ෭⇕㔠㔪 ࠖࠕᢈホ➨୍ወ᭩㔠⎼ᱵㄞἲ ࠖࠕซ౛ ࠖࠕ➨୍
ወ᭩┠ࠖࡀ཰ࡵࡽࢀ࡚࠸ࡿࠋࡇࡇ࡟ヂฟࡍࡿࡢࡣࠊࡑࡢ࠺ࡕࡢࠕᢈホ➨୍ወ᭩㔠⎼ᱵㄞἲࠖ඲
ⓒඵ๎㸦௨ୗࠕㄞἲࠖ࡜␎⛠㸧࡛࠶ࡾࠊᙇ➉ᆜࡢࠗ㔠⎼ᱵ࠘ゎ㔘ࢆ♧ࡍᩥ❶࡜ࡋ࡚ࠊ᭱ࡶࡲ࡜
ࡲࡗࡓࡶࡢ࡛࠶ࡿࠋᙇ➉ᆜࡣࡇࡢ௚ࠊྛᅇ๓࡟⥲ホ㸦ᅇホ㸧ࢆ⨨ࡁࠊᮏᩥ࡟ࡣዃᢈࠊ┱ᢈࠊ᪍
ᢈࢆ㝃ࡋ࡚࠸ࡿࠋ
 ᙇ➉ᆜࡣྡࢆ㐨῝ࠊᏐࢆ⮬ᚓ㸦㈨ᩱ࡟ࡼࡗ࡚ࡣ⮬ᚨ㸧࡜࠸࠸ࠊᙰᇛࡢேࠋ୍⯡࡟➉ᆜ࡜࠸࠺
ྕ࡟ࡼࡗ࡚࿧ࡤࢀࡿࡇ࡜ࡀከ࠸ࠋࡑࡢ⏕ᾭ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ᪘㆕࡟࠾ࡉࡵࡽࢀࡓᘵ࣭ᙇ㐨ῡࡢࠕ௰

ㅰ㢇࡜ࡣࠊᗎࡢᮎᑿ࡟ࠕ୙≉స⪅ゎ㢇⪋ㅰ ࡜ࠖ࠶ࡿࡢ࡟ྜࢃࡏࡓ➹ྡ࡛࠶ࡿࠋṇయ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊᙇ➉ᆜࡢ
ࡓࡵ࡟ఱࡽ࠿ࡢᗎࢆ᭩࠸ࡓグ㘓ࡀṧࡿᙇ₻࡛ࡣ࡞࠸࠿࡜࠸࠺ㄝࡶ࠶ࡿࡀࠊ஧ேࡢ஺㐟ࡀࡇࡢᗎ࡟グࡉࢀࡿ
ᗣ↫୕༑ᅄᖺࡲ࡛㐳ࡿࡇ࡜ࡀ☜ㄆ࡛ࡁ࡞࠸ࡓࡵࠊ⌧ᅾ࡛ࡣ␲ၥࡶᣢࡓࢀ࡚࠸ࡿࠋ࠶ࡿ࠸ࡣᙇ➉ᆜᮏே࡛ࡣ
࡞࠸࠿࡜ࡶ࠸ࢃࢀࡿࠋ
∧ᮏ࡟ࡼࡗ࡚཰㘓ࡉࢀ࡚࠸࡞࠸ࡶࡢࡸ㡰ᗎࡢ㐪࠸ࡀ࠶ࡿࠋࡇࡇ࡟ᥖࡆࡓ᤼ิࡣ⋤Ợᱵᰯὀࠗ ⓜ㭯ᇽᢈホ➨
୍ወ᭩㔠⎼ᱵ 㸦࠘ྜྷᯘ኱Ꮫฟ∧♫ࠊ㸧࡟ᚑࡗࡓࠋ
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඗➉ᆜఏ ࡟ࠖヲࡋ࠸ࠋࡑࢀ࡟ࡼࢀࡤභṓ࡛リࢆ㈿ࡍ࡞࡝᪩⇍ࡢᩥᡯࢆࡶࡗࡓே≀ࡔࡗࡓࡼ࠺࡛ࠊ
୍⥴࡟⚾ሿ࡟㏻ࡗ࡚࠸ࡓ㐨ῡࡣࠊ㣧ࡳ㎸ࡳࡀᝏࡃ⤊᪥࠿ࡅ࡚ࡶㄢ㢟ࢆぬ࠼ࡽࢀ࡞࠸⮬ศࡀ⨩ࡤ
࠿ࡾཷࡅࡓࡢ࡟ᑐࡋࠊヨ㦂㛫㝿࡟ࡕࡽࡾ࡜┠ࢆ㉮ࡽࡏࡓࡔࡅ࡛ࡍࡽࡍࡽ࡜ᬯㄙࡍࡿ඗ࡣ࠸ࡘࡶ
〔ࡵࡽࢀࡓ࡜ࡢᛮ࠸ฟࢆグࡋ࡚࠸ࡿࠋㄞ᭩ࡣ୍┠࡛༑ᩘ⾜ࢆㄞࡳࠗࠊ Ỉ⁴ఏ࠘ࠗ 㔠⎼ᱵ࠘࡞࡝ࡢ
ᑠㄝ࡞࡝ࡣࠊᯤⴥࡀ㢼࡟⩻ࡿࡼ࠺࡞ໃ࠸࡛࣮࣌ࢪࢆࡵࡃࡗ࡚࠸ࡗࡓ࡜࠸࠺ࠋࡓࡔ⛉ᣲ࡟࠾࠸࡚
ࡣ୙㐝࡛ࠊ㒓ヨࢆ஬ᗘཷࡅࡓࡀࡘ࠸࡟ྜ᱁ࡍࡿࡇ࡜ࡣ࡛ࡁ࡞࠿ࡗࡓࠋ
 㐨ῡ࡟ࡼࡿ࡜ࠊᙇ➉ᆜࡀࠗ㔠⎼ᱵ࠘ᢈホࢆᚿࡋࡓࡢࡣࠊࠗࠕ 㔠⎼ᱵ࠘ࡢ➽❧࡚ࡢ⦓ᐦࡉࢆ▱ࡿ
⪅ࡣࠊ㔠⪷ḹஸࡁ࠸ࡲୡ࡟⛥࡛࠶ࡿ࠿ࡽࠊ⚾ࡀࡑࢀࢆ᦬ฟࡍࡿࡢࡔࠖ࡜ࡢពẼ㎸ࡳ࠿ࡽ࡛࠶ࡗ
ࡓ࡜࠸࠺ࠋ▷ᮇ㛫࡛ࠗ㔠⎼ᱵ࠘ᢈホࢆ᏶ᡂࡉࡏࡓᚋࠊ㔠㝠㸦༡ி㸧࡛ࡇࢀࢆฟ∧ࡋࡓ࡜ࡇࢁࠊ
㐲㏆ࢆၥࢃࡎ㉎ࢃࢀࠊᙇ➉ᆜࡢࡶ࡜࡟ࡣ᮶ᐈࡀࡦࡗࡁࡾ࡞ࡋ࡟ゼࢀࡓࠋᙇ➉ᆜࡣࡋ࠿ࡋࠊ኱୔
ኵࡓࡿ⪅ࡣࡇࢇ࡞ࡇ࡜࡟࠿ࡲࡅ࡚࠸ࡽࢀ࡞࠸࡜⪃࠼ࠊ⮬ࡽࡢᢈホࢆ㝃ࡋࡓࠗ㔠⎼ᱵ࠘ࡢ∧ᮌࢆ
᪑㤋ࡢ୺ேࡢ࡜ࡇࢁ࡟ᤞ࡚⨨࠸࡚໭ୖࡍࡿࠋᪧ཭ࡢఏᡭ࡛ỌᐃἙࡢ἞Ỉ࡟ᦠࢃࡿ୍᪉࡛ᚭኪࡢ
ㄞ᭩ࢆ㔜ࡡࡓࡀࠊࡶ࡜ࡶ࡜⑓ᙅ࡞య㉁ࡔࡗࡓࡇ࡜ࡶ࠶ࡾࠊᗣ↫୕༑୐ᖺ㸦㸧ࠊ஧༑஑ࡢⱝࡉ
࡛࡜ࡘࡐࢇྤ⾑ࡋ࡚ୡࢆཤࡗࡓ࡜࠸࠺ࠋ
 ௨ୖࠊࠕ௰඗➉ᆜఏࠖ࡟ᇶ࡙࠸࡚ᙇ➉ᆜࡢ⏕ᾭࢆ⡆༢࡟㎺ࡗࡓࠋ➨୍ወ᭩ᮏ࡟㝃ࡉࢀࡿࠕ㔠⎼
ᱵᐯពㄝࠖ࡟ࡼࡿ࡜ࠗࠊ 㔠⎼ᱵ࠘࡬ࡢᢈホࡣࠕஎ஻ṇ᭶ே᪥ࠖࡍ࡞ࢃࡕᗣ↫୕༑ᅄᖺ㸦㸧ࡢ
ṇ᭶୐᪥࡟㛤ጞࡉࢀࠕᮏ᭶ᘘ୐᪥ࠖ࡟᏶ᡂࡋࡓ࡜࠸࠺ࠋࡓࡔࠕᮏ᭶ࠖࡀ࡝ࡢ᭶ࢆᣦࡍࡢ࠿࡟ࡘ
࠸࡚ࡣࠊ◊✲⪅㛫࡛ពぢࡀศ࠿ࢀ࡚࠸ࡿࠋ
 ᙇ➉ᆜࡢࠗ㔠⎼ᱵ࠘ᢈホ௨እࡢⴭ㏙࡜ࡋ࡚ࡼࡃ▱ࡽࢀࡿࡢࡣࠊᙇ₻ࠗᗃክᙳ࠘࡟ᑐࡍࡿᢈホ
࡛࠶ࡿࠋࡇࡢ⟿ゝ㞟࡟ࡣⓒ஧༑ே㏆࠸ホ⪅ࡀྡࢆ㐃ࡡ࡚࠾ࡾࠊᙇ➉ᆜࡣ᭱ࡶከࡃࡢᢈホࢆṧࡋ
࡚࠸ࡿࠋ࿋ᩒẶࡣࠊ༡ி࡛ᐇ㝿࡟ࠗ㔠⎼ᱵ࠘ࡀฟ∧ࡉࢀࡓࡢࡣᗣ↫୕༑஬ᖺ㸦㸧ࡢ᫓ࡢࡇ
࡜࡛࠶ࡗࡓ࡜᥎ᐃࡋࠊྠᖺඵ᭶࡟ྠᆅ࡛஬ᗘࡵࡢ㒓ヨ࡟ࡢࡒࡳⴠ➨ࠊ⛅࠿ࡽ෤࡟࠿ࡅ࡚ᥭᕞ࡛

ཎᮏᮍぢࡢࡓࡵࠊ௨ୗࠕ௰඗➉ᆜఏࠖࡢᘬ⏝ࡣ࿋ᩒࠗᙇ➉ᆜ⯅ࠓ㔠⎼ᱵࠔ◊✲ 㸦࠘ᩥ≀ฟ∧♫ࠊ㸧ࠊ
㹼㡫࡟ࡼࡿࠋ஝㝯ᅄ༑஧ᖺหᮏࠗᙇẶ᪘㆕࠘࠿ࡽ᥇㘓ࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋ
ࡓࡔࡋࡇࡢグ㏙ࡣ㝈ࡽࢀࡓ∧ᮏࡢࡳ࡟ぢࡽࢀࡿࠕ㔠⎼ᱵᐯពㄝࠖᮎᑿࡢ஧஧୐ᩥᏐ࡟ᒓࡋ㸦ᚋ㏙㸧ࠊࡑࡢ
㒊ศࢆ᭩࠸ࡓࡢࡀᙇ➉ᆜᮏே࡛ࡣ࡞ࡃᙇ㐨ῡ࡛࠶ࡿ࡜ࡍࡿㄝࡶ࠶ࡿ㸦๽㍤ࠕࠓ఍ホ఍ᰯ㔠⎼ᱵࠔ෌∧ᚋグࠖ
ࠗ㔠⎼ᱵ◊✲࠘➨ ㍴ࠊ㸧ࠋ
⋤ỢᱵẶࡣࠊㅰ㢇ࡢᗎࡀᗣ↫୕༑ᅄᖺ୕᭶୰᪪࡟᭩࠿ࢀ࡚࠸ࡿࡇ࡜࠿ࡽࠕᮏ᭶ ࡶࠖ୕᭶ࢆᣦࡍ࡜ぢ࡞ࡍ㸦ὀ
๓ᥖᰯὀ᭩ࠊ㡫㸧ࠋ࠸ࡗࡱ࠺࿋ᩒẶࡣࠊᙇ㐨ῡࡀࠕ㸦඗ࡣ㸧ᡬ࡟㘽ࢆ᥃ࡅ࡚༑ᩘ᪥࡛ᢈホࢆ᏶ᡂࡉࡏࡓ
㸦㘽ᡞ᪪᭷㣾᪥⪋ᢈᡂ㸧ࠖ ࡜㏙࡭ࡿࡇ࡜࠿ࡽࠊࠕᮏ᭶ࠖࡶᢈホ㛤ጞ࡜ྠࡌṇ᭶ࢆᣦࡍ࡜ゎ㔘ࡍࡿ㸦ὀ ๓ᥖ
᭩ࠊ㹼㡫㸧ࠋ➹⪅㸦⏣୰㸧ࡣࠗࠕ 㔠⎼ᱵ࠘ᙇ➉ᆜᢈホࡢែᗘ̿̿㔠⪷ḹࡢ⥅ᢎ࡜ᒎ㛤̿̿ 㸦ࠖࠗ ᮾ᪉Ꮫ࠘
➨ ㍴ࠊ㸧࡛ࠊࡼࡃ☜ㄆࡏࡎ࡟⋤Ặࡢㄝ࡟ᚑ࠸㐨ῡࡢグ㏙ࢆ୙ṇ☜࡜Ỵࡵࡘࡅ࡚ࡋࡲࡗࡓࡢ࡛ࠊࡇ
ࡢሙࢆ೉ࡾ࡚ゞṇࡋ࡚࠾ࡁࡓ࠸ࠋ
ᑠሯ⏤༤ࠕᙇ₻ࠗᗃክᙳ࠘ࡢホ⪅ࡓࡕ 㸦ࠖࠗ ኱ᮾᩥ໬኱Ꮫ⣖せ࠘➨ ྕࠑேᩥ⛉Ꮫࠒࠊ㸧ࠊ㡫ࠋ
p85-104 04-田中先生.indd   86 2014/01/14   16:32:03
―　　―87
ᙇ₻࡜஺㐟ࢆ⤖ࡧࠗࠊ ᗃክᙳ࠘ࡢᢈホࡶࡑࡢ㝿ࡢ⏘≀࡛࠶ࡗࡓࡢࡔࢁ࠺࡜⪃ドࡋ࡚࠸ࡿࠋࡑࡢ
ᚋࠊ໭ୖࡍࡿ๓࡟⸽ᕞ࡟ࡶ⁫ᅾࡋ࡚࠸ࡓࡇ࡜ࡀ▱ࡽࢀࡿ㸦㐨ῡࡣᥭᕞ࣭⸽ᕞ⁫ᅾ࡟ࡘ࠸࡚ࡣゐ
ࢀ࡚࠾ࡽࡎࠊ༡ி࠿ࡽ┤᥋໭ୖࡋࡓ࠿ࡢࡼ࠺࡞᭩ࡁ᪉࡟࡞ࡗ࡚࠸ࡿ㸧ࠋ
 ᙇ➉ᆜࡢᑠㄝᢈホྐୖࡢ఩⨨࡙ࡅ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࡍ࡛࡟ㄽࡌࡓࡇ࡜ࡀ࠶ࡿࡢ࡛ࠊヲࡋࡃࡣࡑࡕࡽ
࡟ㆡࡿࡀࠊ⡆༢࡟せⅬࢆ⧞ࡾ㏉ࡍ࡞ࡽࠊᙇ➉ᆜࡢࠗ㔠⎼ᱵ࠘ᢈホࡣࠊᢈホㄒᙡࡸయ⿢㠃࡛ࠊ㔠
⪷ḹ㸦㹼㸧ࡢࠗỈ⁴ఏ࠘ᢈホ࡟኱ࡁ࡞ᙳ㡪ࢆཷࡅ࡚࠸ࡿࠋࡓࡔࡋࠊᢈホࡢ๓ᥦ࡜ࡋ࡚
࠸ࡿ⪃࠼᪉࡟࠾࠸࡚ࠊᙇ➉ᆜ࡟ࡣ㔠⪷ḹ࡜␗㉁࡞୍㠃ࡶ❚࠼ࡿࠋࡓ࡜࠼ࡤ㔠⪷ḹࡣࠊᵝࠎ࡞ഔ
స࡟ඹ㏻ࡍࡿ⨾Ⅼ࡜ࡋ࡚ࠊᏐྃ࠿ࡽసရ඲య࡟⮳ࡿࡲ࡛ࠊసရࡢྛࣞ࣋ࣝࡍ࡭࡚ࡀࠕἲࠖ࡟ࡼ
ࡾ⥭ᐦ࡟ᵓᡂࡉࢀ࡚࠸ࡿࡇ࡜ࢆᣲࡆࠗࠊ Ỉ⁴ఏ࠘ࡢࠕᩥࠖࡀࠕ஦ࠖ࡟ไ⣙ࡉࢀࡎ⮬ᚊⓗ࡟ᒎ㛤ࡋ
࡚࠸ࡿࡇ࡜ࢆㆭ࠼ࡿ㸦ࠗ ➨஬ᡯᏊ᭩᪋⪏ᗡỈ⁴ఏ ࠘ࠕᗎ୕ ࠖࠊࠕㄞ➨஬ᡯᏊ᭩ἲࠖ➨༑๎࡞࡝㸧ࠋࡑ
ࡢ⌮ㄽ࡟࠶ࡗ࡚ࠗỈ⁴ఏ࠘ࡢస⪅࣭᪋⪏ᗡࡣࠊᩥ❶ࡢ⮬ᚊⓗᒎ㛤࡟➹ࢆጤࡡࡿ୍✀ࡢ፹య࡜ࡋ
࡚࢖࣓࣮ࢪࡉࢀ࡚࠸ࡿࠋࡇࢀ࡟ᑐࡋᙇ➉ᆜ࡟࠾࠸࡚ࠗ㔠⎼ᱵ࠘ࡢస⪅ࡣࠊసရࡢ㝮ࠎࡲ࡛ࢆព
ᅗ࡟ࡼࡗ࡚᧯సࠊ⟶⌮ࡍࡿ⪅࡜ࡋ࡚఩⨨࡙ࡅࡽࢀࠊࡑࡢస⪅ീࡣ㔠⪷ḹ࡟ẚࡋ࡚ᢏ⬟⪅࡜ࡋ࡚
ࡢᛶ᱁ࡀᙉ࠸ࠋᵓ᝿୰ࡢస⪅ࡢ఩⨨࡟෌⌧ⓗ࡟⮬ࡽࡢ㌟ࢆ⨨ࡁࠊస⪅ࡀ࠸࠿࡞ࡿᵓ᝿㐣⛬ࡸព
ᅗࢆࡶࡗ࡚సရࢆసࡾฟࡋࡓࡢ࠿ࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍࡿࡇ࡜ࡇࡑࡀࠊᙇ➉ᆜ࡟࡜ࡗ࡚ࡢᢈホ⾜Ⅽ࡛࠶
ࡗࡓ㸦ࠕㄞἲࠖ➨ᅄ༑㹼ᅄ༑஧๎࡞࡝㸧ࠋ
ࡇ࠺ࡋࡓᕪ␗ࡢ⏕ࡌࡓ⫼ᬒ࡜ࡋ࡚ࡣࠊෆ㠃ࡢ㔜ど࠿ࡽእ㠃࡟ලయⓗ᰿ᣐࢆồࡵࡿ᪉ྥ࡟ኚ໬
ࡋ࡚࠸ࡃ᫂Ꮫ࠿ࡽΎᏛ࡬ࡢ㊅ໃ࡜ඹ࡟ࠊᙇ➉ᆜࡀ⮬ࡽࠕୡ᝟ࡢ᭩ࠖࢆⴭࡑ࠺࡜ⱞᚰࡋࡓᮎ࡟᣸
ᢡࡋࡓ⤒㦂ࢆㄒࡗ࡚࠸ࡿⅬࡀὀ┠ࡉࢀࡿ㸦ࠕ➉ᆜ㛩ヰ 㸧ࠖࠋᙼ࡟࡜ࡗ࡚ᑠㄝᢈホࡣࠊ᣸ᢡࡋࡓᑠㄝ
ᐇసࡢ௦᭰⾜Ⅽ࡛ࡶ࠶ࡗࡓࡢ࡛࠶ࡾࠊᡯ⬟࠶ࡿస⪅࡬ࡢ៿᠄࡜ࠊస⪅ࡢ๰సᢏἲࢆ᫂ࡽ࠿࡟ࡍ
ࡿࡇ࡜࡟ࡼࡿ⮬ᕫ⾲⌧࡬ࡢᕼồࡀࠊసရࢆពᅗ࡜ᢏἲ࡛⤫ไࡍࡿస⪅ീ࡟཯ᫎࡋ࡚࠸ࡿ࡜ᛮࢃ
ࢀࡿࠋ㔠⪷ḹࡢᢈホ࡟ᙳ㡪ࢆཷࡅࠊୟࡘ⮬ࡽࡶᑠㄝᇳ➹࡟ྲྀࡾ᥃࠿ࢁ࠺࡜ࡋࡓࡀࠕ๓ᚋࡢタィ
࡟⏒ࡔᵓ᝿ࢆ㈝ࡸࡋࡓ㸦๓ᚋ⤖ᵓࠊ⏒㈝⤒Ⴀ㸧ࠖ ᣲྃ࡟ㅉࡵࡓ࡜࠸࠺ᙼࡢጼࡣࠊ▱㆑ேࡓࡕࡀⓑ
ヰᑠㄝ๰స࡟ཧධࡋ࡚࠸ࡃ㝿࡟ࠊᚑ๓స࡟㝃ࡉࢀࡓᑠㄝᢈホࡀ୍✀ࡢ๰సつ⠊࡜ࡋ࡚ࡶཷᐜࡉ
ࢀࡓࡇ࡜ࢆ❚ࢃࡏࡿࠋ
 ἐᚋࠊྠ᫬௦ேࡢ๽ᘐ⎊࡟ࡼࡾࠕ㔠⪷ḹࡢຌ⦼ࢆ⥅ࡄࡶࡢ࡜ࡍ࡭ࡁ࡛ࠊసရࡢᠬ࡜່࡜ࡣࡇ
ࢀࢆㄞࡵࡤ୍┠░↛࡛࠶ࡿ 㸦ࠖࠗ ᅾᅬ㞧ᚿ࠘ᕳ஧㸧࡜ホࡉࢀࡓᙇ➉ᆜࡢᢈホࡣࠊ⌧௦ࡢࠗ㔠⎼ᱵ࠘
◊✲࡟ࡶ࡞࠾ᙳ㡪ࢆ୚࠼⥆ࡅ࡚࠸ࡿࠋࡓ࡜࠼ࡤࠊࢃࡀᅜࡢ኱ሯ⚽㧗Ặ࡟ࠕ⋢ⓚᘁ࠿ࡽỌ⚟ᑎ࡬

࿋ᩒ๓ᥖ᭩ࠊ㹼㡫ࠋ
ὀ ๓ᥖㄽᩥࠋ
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̿̿ࠗ㔠⎼ᱵ࠘ࡢᵓ᝿㸦⥆㸧̿̿ࠖ࡜࠸࠺ㄽᩥࡀ࠶ࡿࠗࠋ 㔠⎼ᱵ࠘ࡀࠊ⋢ⓚᘁ࡟㇟ᚩࡉࢀࡿୡ
಑࡜₫㔠ⶈࢆ୰ᚰ࡜ࡍࡿ๓༙࠿ࡽࠊ࿋᭶ፉࢆ⯙ྎᅇࡋ࡜ࡋࡘࡘᬑ㟼࡜Ọ⚟ᑎ࡟㇟ᚩࡉࢀࡿ⸀ᢤ
࡜㌿⏕ࢆ୰ᚰ࡜ࡍࡿᚋ༙࡬࡜㐍ࢇ࡛࠸ࡃ඲⠍ᵓᡂࢆ࡜ࡿ᪨ࢆㄝࡃㄽᩥ࡛࠶ࡿࡀࠊࡇࡢㄽᩥࡢ㢟
ྡࡣࠊ኱ሯẶࡶὀ࡟ᘬࡃᙇ➉ᆜࡢホゝࠊࡓ࡜࠼ࡤࠕㄞἲࠖ➨஧๎ෑ㢌̿̿ཎᩥ࡛♧ࡏࡤࠕ㉳௨
⋢ⓚᘁࠊ⤊௨Ọ⚟ᑎࠖ̿̿ࢆ㐃᝿ࡉࡏࡿࠋ➹⪅ࡶ࠿ࡘ࡚ࠗࠕ 㔠⎼ᱵ࠘➨୕༑஑ᅇࡢᵓᡂࠖ࡜࠸
࠺ㄽᩥ࡛ࠗࠊ 㔠⎼ᱵ࠘ࡢ୍ࡘࡢᅇࢆྲྀࡾୖࡆࠊࡑࡢෆ㒊࡟⦓ᐦ࡞ᑐഅᵓᡂࡀᣦ᦬࡛ࡁࡿࡇ࡜ࢆㄽ
ࡌࡓࡀࠊࡇࡢⓎ᝿ࡶ኱ඖࢆࡓ࡝ࢀࡤᙇ➉ᆜ㸦ࡓ࡜࠼ࡤࠕㄞἲ ➨ࠖඵ๎㸧࡟ぢฟࡍࡇ࡜ࡀ࡛ࡁࡿࠋ
ࡲࡓࣉࣛࢵࢡࢫẶࡣᅄ኱ወ᭩ࢆㄽࡌࡓⴭ᭩࡛ࠗࠊ 㔠⎼ᱵ࠘ࢆศᯒࡍࡿ࡟㝿ࡋ࡚ࡣᙇ➉ᆜᢈホࢆ኱
࠸࡟ཧ⪃࡜ࡋ࡚࠾ࡾࠊ௨ୗࡢࡼ࠺࡟㏙࡭࡚࠸ࡿࠋ
͐ࡋ࠿ࡋࠊᚭᗏࡋࡓᮏᩥศᯒ࡟ࡼࡗ࡚ࡇࢀࡽᵝࠎ࡞ᵓᡂୖࡢᵝᘧࢆ♧ࡍ࡟㝿ࡋᜠᜨࢆ୚࠼࡚
ࡃࢀࡿࡢࡣࠊᙇ➉ᆜᢈホ࡛࠶ࡿࠋඛ⾜ࡍࡿᩓᩥ࣭㡩ᩥ࣭⤮⏬ࡢ⌮ㄽ࠿ࡽ೉⏝ࡋࡓᵝࠎ࡞ᢈホ
ᴫᛕ࡜⾡ㄒ࡜ࢆࠗ㔠⎼ᱵ࠘࡟㐺⏝ࡋࡓ࡜࠸࠺㠃࡛ࡣࠊᙇ➉ᆜࡣỴࡋ࡚㠉᪂⪅࡛ࡣ࡞࠿ࡗࡓࠋ
ᙼࡢᢈホⓗ࢔ࣉ࣮ࣟࢳࡣࠊ⮑㠃ࡶ࡞ࡃ┤᥋ࡢᖌ࡛࠶ࡿ㔠⪷ḹࡸẟ᐀ᓵࢆᶍࡋࡓࡶࡢ࡛࠶ࡾࠊ
ᐇ㝿ࡍ࡛࡟ぢ࡚ࡁࡓࡼ࠺࡟ࠊᙼࡢ⏝ㄒ࡜Ⓨ᝿ࡢከࡃࡣඛ⾜ࡍࡿᓫ⚞᫬௦ࡢᮏᩥ̿̿ᙇ➉ᆜᢈ
ホᮏࡀᇶ࡙ࡃ̿̿ࡢḍእ࣭⾜㛫ࡢᢈホ࡟ぢฟࡉࢀࡿࠋࡋ࠿ࡋ␲࠸࡞ࡃᙇ➉ᆜࡣࠊ⮬ࡽࡢసရ
⢭ㄞࢆ୰ᅜᑠㄝᢈホࡢ᭱ࡶࡍࡄࢀࡓ඾⠊ࡢ୍ゅࢆ༨ࡵࡿᇦ࡟ࡲ࡛㧗ࡵ࡚࠾ࡾࠊࡑࢀ࡟ࡼࡾࠊ
ࢹ࢖ࣅࢵࢻ࣭ࣟ࢖ࡢゝࢆ೉ࡾࡿ࡞ࡽ᫂ΎᑠㄝᙧᘧࡢࠕリᏛࠖࡢࠊᡃࠎࡀ᭷ࡍࡿ᭱ࡶ඘ᐇࡋࡓ
ὀゎࡢ୍ࡘࢆᥦ౪ࡋ࡚࠸ࡿࠋ
ࡶࡕࢁࢇࠊᙇ➉ᆜࡀぢฟࡋࡓࡶࡢ࡜ࠊᐇ㝿ࡢసရࡢጼ࡜ࡣศࡅ࡚⪃࠼࡞ࡅࢀࡤ࡞ࡽ࡞࠸ࠋᙇ➉
ᆜᢈホ࡟ࡣ᫂ࡽ࠿࡟≌ᙉ࡜ᛮࢃࢀࡿ⟠ᡤࡶከࡃࠊࡲࡓᓫ⚞ᮏࡢᑠㄝᮏᩥ࡟༶ࡋ࡚ᢈホࢆ⾜ࡗ࡚
࠸ࡿࡓࡵࠊࡼࡾཎస࡟㏆࠸モヰᮏ̿̿ᙇ➉ᆜࡣモヰᮏࢆぢ࡚ࡣ࠸࡞࠿ࡗࡓ࡜ᛮࢃࢀࡿ̿̿࡜↷
ࡽࡋྜࢃࡏ࡚ጇᙜᛶࢆḞࡃホㄒ࡞࡝ࡶ࠶ࡿࠋࡑࢀ࡛ࡶ㔠⪷ḹ௨㝆ࡢⓑヰᑠㄝᢈホࡢᒎ㛤࡟࠾࠸
࡚ᙇ➉ᆜࡀ㔜せ࡞Ꮡᅾ࡛࠶ࡿࡇ࡜ࡣᗈࡃㄆࡵࡽࢀ࡚࠾ࡾࠊⓑヰᑠㄝࡢྂ඾ⓗᢈホࡢⓎ᝿ἲࢆ▱
ࡿୖ࡛ࡶዲಶࡢ㈨ᩱࡓࡿࢆኻࢃ࡞࠸ࠋ
࡞࠾ࠊୖࡢᘬ⏝ᩥ࡛ࣉࣛࢵࢡࢫẶࡀྡ๓ࢆᣲࡆ࡚࠸ࡿࣟ࢖Ặࡣࠊヲ⣽࡞ὀ㔘ࢆ㝃ࡋࡓモヰᮏ
ࠗ㔠⎼ᱵ࠘ࡢⱥヂࢆᡂࡋ㐙ࡆࡓ㧗ྡ࡞ࠗ㔠⎼ᱵ࠘◊✲⪅࡛ࠊࠕㄞἲࠖࡢⱥヂࡶ࠶ࡿࠋᮏヂ✏

ࠗᮾὒᩥ໬◊✲ᡤ⣖せ࠘➨ ෉ࠊࠋ
ࠗᮾ᪉Ꮫ࠘➨ ㍴ࠊࠋ
 $QGUHZ+3ODNV7KH)RXU0DVWHUZRUNVRIWKH0LQJ1RYHO3ULQFHWRQ3ULQFHWRQ8QLYHUVLW\3UHVVS
 'DYLG75R\WUDQV3OXPLQWKH*ROGHQ9DVHYROXPHV3ULQFHWRQ3ULQFHWRQ8QLYHUVLW\3UHVV
 'DYLG75R\WUDQV³+RZWR5HDGWKH&KLQ3¶LQJ0HL´LQ'DYLG/5ROVWRQHG+RZWR5HDGWKH&KLQHVH1RYHO
3ULQFHWRQ3ULQFHWRQ8QLYHUVLW\3UHVV࡞࠾ᘬ⏝⟠ᡤ࡛ࣉࣛࢵࢡࢫẶࡀゝཬࡋ࡚࠸ࡿࠕリᏛࠖ࡜࠸࠺⾲⌧
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ࡢసᡂ࡟㝿ࡋ࡚ࡶࠊࡇࡢⱥヂࡣ኱࠸࡟ཧ⪃࡟ࡉࡏ࡚࠸ࡓࡔ࠸ࡓࠋ
 ⋤ỢᱵẶ࡟ࡼࢀࡤࠗࠊⓜ㭯ᇽᢈホ➨୍ወ᭩㔠⎼ᱵ ࡢ࠘ึ้ᮏࡣࠊ኱㐃ᅗ᭩㤋ᡤⶶࡢࠊᑒ㠃࡟ࠕᙰ
ᇛᙇ➉ᆜᢈホ㔠⎼ᱵ㸭➨୍ወ᭩㸭ᮏ⾦ⶶᯈ⩻้ᚲ✲ࠖࡢᩥᏐࡀ࠶ࡿᮏ㸦ᮏ⾦ⶶᯈ⩻้ᚲ✲ᮏ㸧
࡛࠶ࡿ࡜࠸࠺ࠋࡑࡢ୺ࡓࡿ᰿ᣐࡣࠊࠕ㔠⎼ᱵᐯពㄝࠖࡢᮎᑿ࡟ࠊ௚ᮏ࡟ࡣぢᙜࡓࡽ࡞࠸஧஧୐
ᩥᏐࡀぢࡽࢀࡿࡇ࡜࡛࠶ࡿࠋࡓࡔࡋྎ‴࣭㔛ோ᭩ᒁࡢᚎ⚽ᰤẶࡢᚚ♧ᩍ࡟ࡼࢀࡤࠊࡇࡢ஧஧୐
ᩥᏐࢆ᭷ࡍࡿᮏࡣ௚࡟ࡶ㡑ᅜ࣭᲍ⰼዪᏊ኱Ꮫⶶᮏ࡜ࠊ໭ிࡢಶேⶶᮏ࡜ࡢᑡ࡞ࡃ࡜ࡶ஧ࡘࡀ࠶
ࡿࠋ᲍ⰼዪᏊ኱Ꮫⶶᮏ࡟ࡘ࠸࡚ࡣ᪤࡟Ᏽ┿ᰤẶ࡟ࡼࡿ⤂௓ࡀ࠶ࡾࠊᅇホࢆḞࡃࡶࡢࡢࠊᮏᩥ
ࡣ኱㐃ᅗ᭩㤋ⶶᮏ࡜ᇶᮏⓗ࡟ྠࡌ∧ᘧ࣭ෆᐜ࡛࠶ࡿ࡜࠸࠺ࠋ୍᪉ࡢಶேⶶᮏࡢᮏᩥࡣࠊᚎẶ࡟
ࡼࢀࡤ␗∧࡛࠶ࡿ㸦ᅇホࡣࠊࡍ࡭࡚ࡢᅇ࡟࡛ࡣ࡞࠸ࡀ㝃ࡉࢀ࡚࠸ࡿ࡜࠸࠺㸧ࠋࡇࡢࡓࡧᚎẶࡢᚚ
ዲព࡟ࡼࡾࠊ኱㐃ᅗ᭩㤋ⶶᮏࡢࠕㄞἲࠖ㒊ศࡢᙳ༳ࢆධᡭ࡛ࡁࡓࡢ࡛ࠊᮏヂὀ࡛ࡣࡇࢀࢆᗏᮏ
࡜ࡋ࡚⏝࠸ࡉࡏ࡚࠸ࡓࡔࡃࠋᚚཌ᝟࡟ឤㅰ⏦ࡋୖࡆࡓ࠸ࠋᮏ᮶࡞ࡽࠕㄞἲࠖࡢཎᩥࡶᥖࡆࡿ࡭
ࡁ࡛࠶ࡿࡀࠊ⋤ỢᱵẶࡀྜྷᯘ኱Ꮫᅗ᭩㤋ᡤⶶࡢᮏ⾦ⶶᯈ⩻้ᚲ✲ᮏ㸦⋤Ặ࡟ࡼࢀࡤ኱㐃ᅗ᭩㤋
ⶶᮏࡢಟゞᮏ㸧࡟ࡼࡗ࡚ᰯὀࢆ᪋ࡋࡓ᤼༳ᮏ㸦ὀ  ๓ᥖ㸧࡜Ṥ࡝ྠᩥ࡛࠶ࡿࡓࡵࠊཎᩥࡢᘬ⏝
ࡣ┬␎ࡋࡓࠋ࡞࠾ࠊᗏᮏࡢᙳ༳ࡀุㄞᅔ㞴࡞ሙྜࡸ᫂ࡽ࠿࡟ㄗ้࡜ᛮࢃࢀࡿ⟠ᡤ࡟ࡘ࠸࡚ࡣࠊ
ࡇࡢ᤼༳ᮏ࡟ࡼࡗ࡚⿵࠸ᨵࡵࠊ୍ࠎὀグࡣࡋ࡞࠸ࠋ
ヂᩥࡣ࡛ࡁࡿࡔࡅ㏲ㄒヂࡍࡿࡼ࠺࡟ࡋࡓࡀࠊከᑡࡢពヂࢆ஺࠼ࡓ⟠ᡤࡶ࠶ࡿࠋㄞࡳࡸࡍࡉࢆ
⪃៖ࡋཎᩥ࡟࡞࠸⾲⌧ࢆ⿵ࡗࡓ⟠ᡤࡸ⡆༢࡞ὀ㔘ࡣࠊ୸ᣓᘼ㸦 㸧࡟ࡼࡗ࡚♧ࡋࡓࠋࡲࡓட⏥
ᣓᘼࠝ ࡛ࠞ♧ࡋࡓࡢࡣࠊࠕㄞἲ࡛ࠖゝཬࡉࢀࡿ≀ㄒࡀ㓄ࡉࢀ࡚࠸ࡿᅇᩘ࡛࠶ࡿࠋᙇ➉ᆜࡣᇶᮏ
ⓗ࡟ᓫ⚞ᮏࡢᮏᩥࢆࡑࡢࡲࡲ⏝࠸࡚ᢈホࡋ࡚࠸ࡿࡀࠊᓫ⚞ᮏࡣモヰᮏࡢ➨୍ᅇ๓༙ࢆ඲㠃ⓗ࡟
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てみる。前半では潘金蓮と李瓶児ばかりを描き、後半では春梅ばかりを描いているのを見る
なら、前半では他人の家の潘金蓮と李瓶児があの手この手で西門慶に連れてこられるが、後半
では逆に（西門慶の）自らの梅の花（春梅）が、簡単に他人に奪い去られる（という構想にな
っている）のが分かる。
（物語は）玉皇廟で始まり永福寺で終わる。しかも第一回において両者はすでに二つなが
らに描かれている。これは非常に肝要な箇所である。
まず呉神仙が（西門慶の）盛んな運勢を総覧し〔〕、つぎに黄真人が運勢の衰えをいささか
支え〔〕、最後に普浄がその業をすべて清める〔〕というのが、本書が大いに前後照応し
ているところである。
（呉神仙が）面相により行く末を占うのはひとつの（物語の）総括であるが、ひとり陳敬済
だけは取り残されている〔〕。（西門慶の妻妾たちが）亀占いに興じる箇所でも、潘金蓮だけ
は加わらない〔〕。とはいえ潘金蓮は直後で自分の口から（己れについての予言を）補ってお
り、ゆえに潘金蓮が取り残されているわけではない。（亀占いでは）西門慶と春梅のみを取り残
したのであろう。李瓶児が二度西門慶の夢枕に立つのもただ西門慶（の行く末）について補っ
ているのであり〔〕、葉頭陀が面相占いをするのも、陳敬済（の物語）にひとつの総括を
つけるためにこそ描かれた場面なのである〔〕。
潘金蓮を登場させる前に李瓶児を登場させ〔〕、潘金蓮を娶ってから春梅を登場させる〔〕。
潘金蓮を娶る前なのに孟玉楼を娶り〔〕、李瓶児を娶らぬ先に陳敬済を登場させる〔〕。行文
の交錯する見事さは述べ表すことができないほどである。宋蕙蓮、王六児、賁四（賁地伝）
の妻、如意などの人々を合間に挟み描くについても、やはり天の技巧を極め尽くしている。
『金瓶梅』の読み方を分かっている者は、後半部を読む。また『金瓶梅』の読み方を分かっ
ている者のみが前半部だけを読む。（前半部では）「生子加官」の場面で『韓湘子尋叔』〔〕
が上演され「嘆浮生猶如一夢（ああ浮世は夢のごとし）」〔〕が歌われるなどの（後半の展

『金瓶梅』のタイトルのもととなった三人のうち、序盤では主に潘金蓮・李瓶児が西門慶の家に入るま
での過程が描かれ、西門慶の死後を描く終盤では春梅のその後が詳しく描かれる。
詞話本を改訂した崇禎本と、その本文を受け継いだ第一奇書本の第一回には玉皇廟と永福寺の名が共に
見え、謝希大の台詞に「我々のところには二つの寺院があるきりです。仏教のは永福寺、道教のは玉皇廟
です（咱這裡無過只両箇寺院、僧家便是永福寺、道家便是玉皇廟）」とある。 
詞話本では陳経済。
第一回で、李瓶児という名を出さぬままに花子虚の妻について言及することをいう。
詞話本では一箇所を除き宋惠蓮と表記される。
西門慶が官哥の誕生を祝う席で、薛内相が劇団に『韓湘子昇仙記』を上演させたことを指す。韓湘子が
叔父の韓愈を済度し昇仙させるという、世俗的栄達とは相容れない内容である。
『雍煕楽府』巻十四、『詞林摘艶』巻七に見える呂止庵作の套曲の首句。「集賢賓」の曲牌から始まる
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開の予兆となる）場面は数え切れぬほどであり、（そうした箇所は）細かく味わって初めて妙味
が分かるのである。
『金瓶梅』には定番の大きな創作手法がある。たとえば何かが起こって潘金蓮が腹を立てる
ときには必ず孟玉楼を傍らに置くのが、毎回いつもそうであって少しも変わらないのは、その
手法によるお決まりの箇所である。その他、西門慶がよその家を訪ねて酒を飲もうとして家を
出て行こうとするとき、（作者は）客人や役人を必ずやってこさせて挨拶させ（西門慶を）引き
止める。これもまた「生子加官」〔〕のあと数十回にわたり用いられる大きな創作手法である。
『金瓶梅』全百回は、始終すべて対偶構成によっており、その（対偶を構成する）題目を合
計すると二百の事件となる。とはいえ一つの回の前後半に二つの事件があって中間で一語が橋
渡しする場合もあり、また前後半に二つの事件があってこっそりとホゾによってつながれてい
る場合もある。たとえば第一回の趙玄壇の虎がそれである。また、二つの事件がさらに前後
両段に分かれて、前の事件の前半を描いたあとに後の事件の前半を描き、再び前の事件の後半
を終えて、また後の事件の後半を終えるという場合もある。二つの事件が入り混じって描かれ
る場合もあるし、他の事件を挟み込みながら描かれる場合もある。結局のところ、題目中の二
つの事件が各回を支える幹となっているのであり、回を逐って細かく鑑賞するならそれを知る
ことができる。
『金瓶梅』の各回に二つの事件があって対になっていることは勿論であるが、一方で二つの
回が“遥対”となっている場合もある。たとえば潘金蓮の琵琶〔〕と李瓶児の象棋〔〕が
対となっており、徳利を盗む〔〕のと金（の腕輪）を盗む〔〕のが対になっているなど、
これまた数え切れない。
前半はどこもかしこも“冷”たく、（それに気づく）読者は読むに堪えないほどである。後
半はどこもかしこもが“熱”いのだが、（ふつうの）読者はやはりそれを見てとることができな
い。前半の“冷”たさはこれ以上ない“熱”さが描かれる箇所におかれているのが道理で、
じっくり玩味すればそれを知ることができる。後半の“熱”さは、孟玉楼が西門慶の墓参を

曲で、いずれの曲選においても「嘆世」と注されている。劉太監が所望するが、周守備が「帰隠嘆世之詞」
であるとの理由で引き止める。
崇禎本と第一奇書本の第一回では、玉皇廟における西門慶ら十兄弟の結義が描かれる。その玉皇廟の経
堂に掲げられる趙玄壇元帥の画の傍らに描かれる虎の話題から、清河県を騒がせる人食い虎のことが導か
れ、回の後半での武松の登場がスムーズなものとなる。
ここでいう題目（原文「目」）とは、各回の回目または張竹坡による「第一奇書目」を指している。
『金瓶梅』は西門慶の隆盛と凋落を描くので、一般に前半が“熱”、後半が“冷”と理解される。それを
裏返した評言である。
たとえば「生子加官」すなわち男子が生まれ官職を得る第三十回は「熱の極み」（同回総評）であるが、
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する場面〔〕で、作者が筆を存分に振い清明節の春景色を描くのを見れば分かる。
作品内には、もっとも真っ当ではなく重要でもない人物であるのに、最も好ましい結末を
迎えるという人物がある。韓愛姐がそうである。作品中の女性たちは数え切れないのに、ただ
韓愛姐が（亡き陳敬済への）操を守ることで物語を閉じるのは何故であろうか。作者はそこに
深い考えがあったのであろう。韓愛姐の母（王六児）が妓女となり、韓愛姐も東京（開封）よ
り戻るとやはり客を取ったことがあったが〔〕、ひとたび陳敬済に心を寄せてからは死ぬまで
二心なく、これを花子虚に対する李瓶児、周守備に対する春梅と比べたならば、李瓶児と春梅
は恥じ入ること請け合いである。潘金蓮が西門慶と出会ったのも韓愛姐が陳敬済に巡り合った
のに似ているが、潘金蓮はまず琴童と〔〕、続いて陳敬済と〔〕、さらに下っては王潮〔〕
と密通しており、なんとも、心を入れ替えた妓女（韓愛姐）と比べても及ばないではないか。
これが（作者が）韓愛姐をもって物語を閉じて諸々の女たちを恥じ入らせた所以である。且つ、
韓愛姐が妓女の身から改心してなお節を貫き得たのに、（他の女たちが）立派な住まいに身をお
きながら過ちを悔い改めず、ずっと廉恥の心を持たぬまま、自らを滅ぼす道にあって戻らない
とは何事かと言っているのである。
『金瓶梅』を読むには、その家屋の大きな配置に注目すべきである。家屋の大きな配置と
は以下のようなことである。つまり、潘金蓮と春梅を同じところに置き、李瓶児は別の場所に
置く。また潘金蓮・李瓶児・春梅は前庭で一緒に住まわせねばならない。潘金蓮と春梅が一緒
にいることで李瓶児は孤立し、同じ前庭で近くに住んでいることで潘金蓮と李瓶児は（互いに）
嫉妬をする。呉月娘の住居が遠いことで、陳敬済は（潘金蓮に）手出しをできる。
『金瓶梅』を読むに際しては、物語の接続部分に注目すべきである。たとえば、玉皇廟で
冗談を言うところで虎退治のことが導入される〔〕。（西門慶の十兄弟に）花子虚を招き入れる
ところで、花子虚の家が（西門慶の家の）裏庭に隣接していることが導入される〔〕。第六回
で潘金蓮との仲がやっとできあがったところで、（潘金蓮が西門慶を）嘲り罵る台詞のなかに孟
玉楼を導入する。西門慶が応伯爵にここのところどこにいたのかと問うところで、李桂姐を
持ち出す〔〕。数寄屋を建てることを借りて陳敬済を導入し〔〕、（蔡京の）執事・翟謙の（西
門慶に妾を世話するよう頼む）一件を借りて王六児を導入する〔〕。翡翠軒の場面を借りて李
瓶児の妊娠を導入し〔〕、梵僧の薬を借りて李瓶児が病となることを導入し〔〕、碧霞宮を

巻頭の「冷熱金針」で張竹坡は、「加官」から間もなく番頭の韓道国（「韓」は「寒」に通じる）が登場す
る〔〕ことに注意を促している。
潘金蓮は、二日間自分のところを訪れなかった西門慶を、どこかで別のお気に入りを見つけたのだろう
といって詰る。
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借りて普浄を導入する〔〕。西門慶の墓へ参る場面で李衙内（李拱璧）を導入し〔〕、玳安
が（妻妾のために）毛皮の上着を家に取りに戻るところから玳安と小玉との関係が導入される
〔〕。このような例は数え切れぬほどである。けだしその運筆には、つないだ痕跡をあらわし
ていない。つないだ痕跡をあらわしていないのは、つまり“曲筆”、“逆筆”を巧みに用いてい
るからであり、あらためて話の筋を起こして“直筆”、“順筆”を用いようとはしないのである。
そもそもこの書物の筋は際限がないのであり、もし一つ一つ新たに話を起こしていたら、必ず
や数え切れるものではなかろう。私が筆を執る際にも、やはり必ずや“曲筆”、“逆筆”を用い
ようとするが、『金瓶梅』の作者のように痕跡を残さずに“曲”げ、気付かれずに“逆”さにす
るというわけにはいかない。この作品が見事である所以である。
『金瓶梅』にはしばしば、（秘め事が）露見し破れる箇所がある。例えば（西門慶と潘金蓮
の）窓の内の嬌声が和尚に聞こえてしまっている〔〕。潘金蓮の琴童との私通が孫雪娥に知ら
れてしまい、またスカートの帯につけていた瓢箪（の形の香嚢を琴童に与えたこと）でさらに
危険な目に遭う〔〕。壁越しの（西門慶と李瓶児の）密会が潘金蓮に見つかってしまう〔〕。
宋蕙蓮の（西門慶との）密会には潘金蓮がぶつかる〔〕。（潘金蓮は）翡翠軒では自分が李瓶
児（と西門慶の情事）を盗み聞きしていると思っているが、（同じ回の後半、潘金蓮と西門慶が
交わる）葡萄架には早くも小鉄棍児が（前半の潘金蓮に）対応して描き込まれる〔〕。苗青か
らの賂を西門慶が受けるや、巡按御史（曽孝序）の怒りを買う〔〕。（玳安が小玉との密通
につき呉月娘の）恩情を乞うと、すぐに（玳安への贔屓を恨んで）平安が（呉月娘を）讒訴
する〔〕。（潘金蓮が）西門慶の婿（陳経済）と密通した後、西門慶は（そうと知らずに）二
人の浮気の証拠に触れる〔〕。（王六児の）外陰部に灸を焚くところは胡秀に見られてしまう
〔〕。このような類もまた数え切れない。これを要するに、“険筆”を用いて人情の恐るべき
を描いているのであるが、さらにすぐれているのは、既に事が露見しているから（それについ
て触れるときに読者が）一言で分かるのであって、余計な力を費やしてくどくど書くことをま
ったくしていない点である。これこそが絶妙の筆法たる所以である。
『金瓶梅』には、わざわざ一つの事件を起こしたり一人の登場人物を出したりするのだが、
それがきっかけもなしに現れて、理由もなしに消えていくということがある。書童がその例で
ある。作者がどれだけの構想をめぐらせてやっと書童一人を生みだしたか分からない。西門慶

第九十五回の実際の場面では、密通の現場を見られた玳安と小玉は慌てふためくだけで、月娘はとくに
咎めず、二人を夫婦にしてやる。これが「乞恩」という表現と合わないためか、5R\の英訳（注 前掲）
ではここを、月娘が陳敬済を相手どった訴訟において知府の助けを求める場面〔〕を指すと解釈してい
る。
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べきものである。春梅と玳安とがそうである。春梅が下女として（他の下女と）同じようにつ
とめている時から、（作者は）何度もの筆墨を用いて、その勝気で志が大きく気風が他と異なる
ところを描く必要があった。また、玳安が下男として大勢のうちにいるときから、たびたび筆
墨を重ねて、その様々に人に取り入るところを描く必要があった。後に春梅が（周守備の）夫
人となり〔〕、玳安は（後継ぎの絶えた西門の家を継ぎ）員外となるが〔〕、作者が必ずや
このようにしようとしたのは何故であろうか。盛衰を描いた書物にあって、（立場の）逆転を表
現できるからである。どういうことかといえば、目の前の下女を知るだけでは、彼女がいつか
夫人になるとは分からず、目の前の下男を知るだけでは、彼がやがて員外となるとは分からな
い。他人が見る目を変えて下手に出るのみならず、呉月娘までもが態度を変えて（春梅を）賓
客としてもてなし〔〕、（玳安に）余生を預けるのである〔〕。してみれば、人にみえる目
下の運気の盛と衰とに何の意味があろうか。これは作者が特に読者のために戒めたのである31。
そこで、（はじめ）彼らを汚泥のなかにおいて、のちに逆転を形成しようとするため、あらかじ
め彼らの気勢を高めておかなくてはならなかったのである。
李嬌児と孫雪娥の二人が必要だったのは何故だろうか。李嬌児を描くことで、（西門慶が）
潘金蓮や李瓶児に巡り合う前から、既に遊び人の女たらしで、多くのよからぬ事をしてのける、
さまざま救いがたい人物だったことを表しているのである。潘金蓮や李瓶児は（彼女たちを描
くことで）西門慶の悪辣さを“実写”し、李嬌児は西門慶の悪辣さをまた“虚写”しているの
である。描き出されたことは（作品内に読まれる）その通りであるが、未だ作中に描き出され
ない時点でも、どのような（作中に）うかがい得ぬ悪事の発端が前にあったか知れないのであ
る。作者の西門慶を憎むことは、何とかくも深かったのである。孫雪娥については、出身もい
やしく、身分も主人の手がついた下女に過ぎないのに、どうしてわざわざ筆墨の労をとって描
く必要があったのか。これまた作者の菩薩心なのである。西門慶ほどの悪辣さであれば、その
妻が妓女となるという結末を描かずに、どのようにして悪人に報いを与えればよいのであろう。
しかしながら、別のやり方で呉月娘を描くと決めた以上、呉月娘をそこまでに（妓女にすると
いう結末に）描くにはとても忍びなかったのである。孟玉楼はもともと罪がなく（西門慶によ
る）禍いを受ける側だったので、このうえ身代わりに報いを受けさせるには忍びない。李嬌児
はそもそも妓女の出身である。李瓶児は彼女を使って西門慶の生前に悪しき報いを受けさせる
役回りを受け持たせるので、なおいけない。潘金蓮には彼女への怨みを晴らそうとする人物（武

「戒めた」と訳した箇所は原文「碪砭」。「箴砭」の意として解釈した。
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ຍࡁᥥࢆẁ୍ࡢࡇ࡛ࢁࡇ࡜ࠞࠝࡓࡗධ࡟ᐙࡀඣ⎼ᮤࡊࢃࡊࢃࡀ⪅సࠞࠋ ࠝࡿ࠶࡛ᴗ௙ࡢⶈ㔠
ࡋ࡟ᐦぶ㸧࡜ⶈ㔠₫㸦࡟ࡎ࠿௜Ẽࡣඣ⎼ᮤࠊࡀࡢࡓࡗࡔࡵࡓࡿࡏࡽࡀ࠺༴ࢆඣ⎼ᮤࠊࡣࡢࡓ࠼
ᙜࡣࡢࡓࡗ㐼࡟㞴⅏࡟࠸ࡘࡳ㋃ࢆ㎋ࡌྠ㸧࡜ⶈⷍᏵ㸦ࠊࡾ㏕࡟ࡇࡑࡄࡍࡀ࠸ࢃࡊࢃࠊࡽ࠿ࡔࡢࡓ
ࡑࡇࡽ࠿ࡔࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ࡟࠿ࡽ᫂ࢆࡉ㎥ᝏࡢⶈ㔠₫࡚ࡋᗏᚭࡣࢀࡇࠋࡓࡗ࠶࡛࡜ࡇࡢ↛
ࡇࡃ࠾࡚ࡅࡊ㐲ࢆᐖ༴ࠊࡣ⪅సࡃࡽࡑ࠾ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡓ࡭㏙࡜ࠖࡓࡋࢆ࡭ㄪᡭᑠ࠿ࡉࡉ࠸ࠕࡣ⚾

ࠋࡿࢀ࠿ᥥ࡟ᅇභ༑஧➨㹼ᅇ஬༑஧➨ࡣ⦕ᅉࡢፑ㞷Ꮮ࡜ⶈⷍᏵ
ࠋ࠿ࡾㄗࡢ⳥⛅
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ࠊࡤࡽ࡞ࡅࡔࡿࡵ㐍ࡳㄞ࡟ࡲࡲẼࡋࡶࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡓ࠸ᥥࢆࣝࢹࣔࡢࡘ୍࡟ࡵࡓࡢ⪅ࡠࡽ▱ࢆ࡜
⎼ᮤࡸⶈ㔠₫㸦ࡣ៞㛛すࡋ࠿ࡋࠋ࠺ࢁ࠶࡛࠺ᛮ࡜ヰࡓࡋ࡟ࡢࡶࢆጔࡢ⏨ୗࡢே୍ࡓࡲࡀ៞㛛す
㔠ࢆἲࡢᘐᮅࠞࠊ ࠝ࠸ᗊࢆ࠸౑ྊࡢࡋẅ୺ࠊࡋ࡜ࡢࡶࡀᡃࢆ㈈ࡢࡑ࠸ዣࢆጔ࡚ࡋẅࢆኵ㸧ࡢඣ
ࠋ࠿࠺ࢁࡔࡿ࠶ࡀせᚲࡍࡸቑࢆ᱌⨥࡚࠸ᥥࡊࢃࡊࢃࢆ஦୍ࡢࡇ࡛ࡇࡇࠊ࡟ࡢ࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚ࡆᯍ࡛
࠸࡚ࢀࡉ㦄࡟⪅స࡟ᖖࠊࡣ⪅ㄞ㸧࡞࠺ࡼ࠺ᛮ࡜ࡿ࠸࡚ࢀ࠿ᥥࡀ⨥ࡢ៞㛛す࡛ࡇࡇ㸦ࠊࡤࢀࡳ࡚ࡋ
ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ
᫂ࡶࢀࡇࠋ࠿ᨾఱࡣࡢࠞࠝࡓ࠸ᥥࢆ㸧࡜ࡇࡿ࡞࡜ࡁ௜ᡭ࠾ࡢ៞㛛すࡀ㸦ពዴࡓࡲ࡟ࡕࡢ
ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛┈↓ࡶࢀఱࡶ࡚ࡏ࡞Ṛࢆඣ⎼ᮤࡸⶈⷍᏵࠊࡾ࠶࡛⨨ฎࡿࡍᑐ࡟ⶈ㔠₫࡟࠿ࡽ
ࢇ႐ࡾࡁࡋ࡜ࡦࡣⶈ㔠₫ࡣ㡭ࡢࡾ࠿ࡤࡔࢇṚࡀⶈⷍᏵࠊࡤ࠼࠸࡜࠿࡚ࡋ࠺࡝ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚
ࠞ࡛ࠝࢇṚࡀဪᐁࠋࡓࡅཷࢆឡᑋࡀඣ⎼ᮤ㸧ࡢぶẕ㸦࡜ࠞࠝࡿࢀࡲ⏕ࡀဪᐁࠊࡀࡓࢀࡽ࠸࡛
ඣ⎼ᮤ㸦ࡀ⣚ཱྀࡢពዴࡣᗘ௒ࠊࡀࡓࡋࡧ႐኱ࡾࡁࡋ࡜ࡦࡓࡲࡣⶈ㔠₫ࠊ࡜ࠞࠝࡠṚࡶඣ⎼ᮤ
ࢆឡᑋࡣⶈ㔠₫ࠊ࡛ࡅࢃ࠺࠸࡜ࡿࢀ⌧ࡀே୍ࡓࡲࡤࢀࡅ㏥ࢆே୍ࠋࡘ❧࠸ໝࡽ࠿ᗙࡢ∩఩㸧ࡢ
ࡘࡶẁᡭࠊࡣ࡚ࡗࡲࡋ࡚ࡗ࡞࠺ࡇࠊ࠼࠸ࡣ࡜ࡿ࠶࡛ࡳᕦࡀࡢࡿࡍไࢆே௚ࡅ㛗࡟ࡢࡿࡅࡘࡁᘬ
࡭ࡍࡣࡢࡃᥥࢆពዴࡀ⪅సࠊ࡛ࡅࢃ࡞࠺ࡼࡢࡇࠋ࠿࠺ࢁࡔࡿ࠶ࡀ࠺ࡼࡋ࠺࡝࡟࠿࡯ࡃᘬࢆ㌟ࡁ
ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ៽࡟ࡵࡓࡢඣ⎼ᮤࡸⶈⷍᏵ࡚࡭ࡍࡓࡲࠊࡾ࠶࡛ࡢ࡞ࡵࡓࡢⶈ㔠₫࡚
ࡀ៞㛛すࠊࡣࡕࡓዪᙼࠋ࠿ࡐ࡞ࡣࡢࡓ࠸ᥥࢆࡕࡓዪዽࡽ᭶ឡ㒯ࡸඣ㖟࿋ࡸጠ᱇ᮤࡽ࡞ࢀࡑ
ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋࢃ⌧ࢆ࡜ࡇࡿ࠶࡛಑ࡀ࠸⾜ࠊ࡛ⷧ㍍ࡀ᱁ရࡢࡑࡓࡲࠊࡎࡽ▱ࢆ࡜ࡇࡿࡍ㊊‶
㸧㇟ᙧࡢ㸦ඣ⎼ᮤࡣඣ㖟࿋ࠊࡾ࠾࡚࠸ᥥ࡚ࡏࡉ」㔜࡟ពᨾ࡜㸧㇟ᙧࡢ㸦ⶈ㔠₫ࡣጠ᱇ᮤࠊ୰ᑵ
ࡲࠊࡣ㡢ኌࡸ㢼Ẽࡢࡑࠊ࡟ࡿぢࢆே஧ࡢඣ⎼ᮤࠊⶈ㔠₫ࡓࡲࠋࡿ࠸࡚࠸ᥥ࡚ࡏࡉ」㔜࡟ពᨾ࡜
஘ࡣ࠸⾜࡛ࡽῘࡣᚰࠊࡢࡢࡶࡓࡗ࠿࡞ࡑࡇ࡜ࡇࡃ⨨࡟ᴥዽࢆ㌟ࠋࡿ࠸࡚ࡌ㏻࡟㢼ࡢᐙ፛ࡃࡓࡗ
ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢ࠸ࡽࡃࡍᣏࢆሻᚋ࠾࡞ࡶࡕࡓ፬፛ࡢ࠿ࠊࡾ࠶࡛≿ࡢ✰ࡌྠࢁࡇ࡜ࡢࡃࡓࡗࡲࠊࢀ
⢒࡟ࡽࡍࡓࡦࡀ៞㛛すࠊࡾ࠾࡚ࡗ᣺ࢆ➹ࡃᥥࢆ⫙ᰂࡢ⋢࠸ࡋⰾࠊࡢูࡓࡲࡣ࡟ࡢࡃᥥࢆ᭶ឡ㒯
ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇ࠸࡞ࡁ࡛ཷா࡟࠿ࡸ⣽ࡶࢆࢀࡑࠊ࡟ࡢ࠺࠸࡜ࡏࡤࢇ࠿ࡢⰼࡢ⾤Ⰽࠊࡾ࠶࡛㔝
ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸ࡶ࡚ࡏࡓ❧㝿ࢆ៞㛛すࡓࡲࠊࡣࡢࡃᥥࢆ᭶ឡ㒯࡟࠼ࡺ
ࡾ㏻୕ࡣே୕ࡢࡇࠊࡃࢃ࠸࡚࠼⟅ࠋ࠿࠺ࢁࡔᨾఱࡣࡢࡓ࠸ᥥࢆኴኴᯘࡸጔࡢᅄ㈢ࡸඣභ⋤ 
࠸࡜ࡍࡽࡓࡶࢆⰍࡀ㈈ࠊࡣࡢࡓ࠸ᥥࢆඣභ⋤ࠋࡿ࠸࡚ࢀ࠿ᥥ࡚ࡗࡼ࡟ぢㄽ┠ࡢࡾ㏻୕࡜ἲᥥࡢ
ࡓ࠸࡚ࡗࡽࡘ࡬ࡅࡔࢀ࠶ࡣඣභ⋤ࠊࡁ࡜ࡿᅾ࡟ୡࡀ៞㛛すࠋࡿ࠸࡚ࢀ࠿ᥥࡽᑓ࡟ࡵࡓࡢ᝿ᵓ࠺
㛛すࠊࡾࡼ࡟ࢀࡇࠞࠋ ࠝ࠺ࡲࡋ࡚ࡆ㏨࡬ࡃ㐲࡚ࡵ᥆ࢆ㈈࡜ࡾࡉࡗ࠶㸧࡜ࡠṚࡀ៞㛛す㸦ࠊ࡟ࡢ
ồࢆ㈈࡚ࡾ೉ࢆຊࡢⰍࡓࡲࡶ࠺࡯ࡢඣභ⋤ࠊࡀࡓࡗᅗࢆⰍ࡚ࡾ೉ࢆຊࡢ㈈࡚࠸࠾࡟ඣභ⋤ࡣ៞
60:23:61   41/10/4102 79   ddni.生先中田-40 401-58p
89―　　―
ࡅ࠸ࡣ࡚ࡃ࡞ࡇ࡚ࡗࡸࡽ࠿ᐙࡢඣභ⋤ࡣṚࡢ៞㛛すࡑࡇࡽ࠿ࡔࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࢀࡽ▱ࡀ࡜ࡇࡓࡵ
ேᐁఱࡀඣභ⋤ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࡞ࡃࡋ✵࡟ࡽࡀ࡞ࡘࡓࡩⰍ㈈ࡃࡻࡁࡗࡅࠊࠞࠝࡾ࠶࡛ࡢ࠸࡞
Ⰽࠊ࠿࠸࡞ࡣ࡛࡜ࡇ࠸ࡋࡔ⏒ࠞࠋ ࠝࡿ࠶࡛ࡢࡿࡵồࢆ㈈࡚ࡾ೉ࢆຊࡢⰍࡣᒁ⤖ࠊࡶࡢ࠺఍ฟ࡜
ཬࡣ࡟ࡢࡿࢀࡉឡ࡟ேࡿࡺࡽ࠶ࡋ⾜㏻࡟ᅾ⮬ࡀ㈈࠾࡞ࡶ࡛ࢀࡑࠊࡀࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡍ࠿ືࢆேࡣ
ࠊ࡛ࡢࡶ࡞࠺ࡼࡿࡌㅮࢆ㈈ࡔࡓࡣࡢࡃᥥࢆඣභ⋤ࠊࡽ࠿ࡿ࠶࡛ࡅࢃࡓࡗ࠸࠺ࡑࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࡤ
す࡜ዪᙼ㸦ࡣࢀࡇࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ጔࡢᅄ㈢ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿࢀࡉ㉺ࡕᣢ࡛ࡲ࡟ᅇⓒ➨ࡣᮎ⤖ࡢࡑ࡟ᨾ
㛛す̿̿ࡿ࠶࡛ࡢࡓ࠸࡚ࡗゝࢆ࡜ࡇࡢḟࡃࡽᜍࠋࡿࢀ࠿ᥥ࡟ࡵࡓࡢᏳ⋺㸧ࡄḟࡾྲྀࢆ㛫ࡢ៞㛛
ே୺ࠊ࠸ೌ࡚ࡳࢆ࠸⾜ࡢୖࡀࡢࡶ࠺ᚑ࡟ࡤࡑ࡛ྑᕥࡢࡑࠊ࡛ࡳࡢࡿ▱ࢆḧ㈎ࡁ࡞࡜ࡇࡃ㣬ࡣ៞
ࡅࡘࢆᡭࡾࡑࡗࡇ࡟⋢ᑠ㸧ࡀᏳ⋺㸦ࠋ࡜ࠊࡓࡗ࠿࡞ࡽ▱ࢆ࡜ࡇࡓ࠸࡚ࡗࡲᰁ࡟㢼ࡍ࠿ࡲࡈࢆ┠ࡢ
ࡋࡶࠋࡔࡢࡿ࠶ࡀ⥺అ࡟㸧ࠞ ࠝ㏻ᐦࡢጔࡢᅄ㈢࡜៞㛛す㸦ࡇࡇ࡟࡛ࡍࠊࡣࠞࠝ࡜ࡇࡿࡍ፧⤖
ࡘ࡟ኴኴᯘ࡟ࡽࡉࠋ࠸ὸࡀࡳㄞࡔࡲࠊࡤࡽ࡞ࡿࡳ࡜ࡿ࠸࡚࠸ᥥ࡚࠼ῧ࡟ඣභ⋤㸧ࢆጔࡢᅄ㈢㸦
ࡢࡓࢀࡽࡅࡲࡕࡪ࡟ⶈ㔠₫ࡀࢀࡑ࡚ࡗ࠶ࡀᠤ៽࠸ࡌࡲ෶࡝࡯ࢀ࡝࡟ᚰࡢ⪅సࠊࡤࡽ࡞ࡿぢ࡚࠸
ࡓ࠸ᑟ࠼ᩍࢆዪᙼࡸᡤሙࡢ㌟ฟࡢࡑࠊࡎࡽ࡞ࡳࡢࡃ๭ࢆ㌟࡚ࡋẅࡔࡓࠋࡿ࠶࡛࡝࡯ࡠࡽ࠿ศ࠿
ᣍ㸦ᐉᣍ⋤ࠊࡤ࠼࠸࡜࠿ࡐ࡞ࠋࡿ࠶࡛ࡢ࠸࡞ࡲࡍࡀẼࡤࢀࡅ࡞ࡋ࡜࠺ࡇᑟ࡟ᆅṚ࡞ࡳࠊ࡛ࡲே
ࡲ࠸ࠞࠋ ࠝࡿ࠶࡛ᡤሙࡔࢇᏛࢆ⯙ḷ࡚ࡁ࡚ࢀࡽ኎࡚ࡘ࠿ࡀⶈ㔠₫ࡾࡼ࡜ࡶࡣ㑰ࡢ㸧ྡᐁṊࡣᐉ
ࡕࡶࢆᚰⰋࡀேࠊࡤࡽ࡞ࡿࡳ࡜ࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢࡁࡘࢀࡲ⏕ࡀࢀࡑࠊ࡚ぢࢆ࡜᜝ᗮ◚࡜⊶≾ࡢዪᙼ
ࡶࡃ࠿ࡶࡋࡎᚲࡽ࠿ࢁࡇࡢṓ୕ࠊ஧ࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡟࡚ᙜࡶࡢ࠺࠸࡜ࡿ࠶࡛ၿࡀᛶᮏ
ࢆᗮ㈆ࡣዪࡃᩔ࡟൤♩ࡣ⏨ࠊࡀᐙࡢᐉᣍ⋤ࡢ᫬ᙜࡋࡶࠋ࠺ᛮࡣ⚾࡜࠺ࢁ࠶࡛ࡓࡗ࠿࡞ࡣ࡛ⷙῘ
ᚲࡶ࡚ࡗ࠶࡛ⷙῘࡀⶈ㔠₫ࠊࡽ࡞ࡓࡗ࠶࡛࠺ࡼ࠺࠸࡜ࡎぢ࡟┠ࢆⰍῘࡎࡉฟ࡟ཱྀࢆኌῘࠊࡧᑦ
࡟ࡵࡓࡢᏊኳࠊࡀ⪅࠺ࢁ࠶ࡶ࡜ᐉᣍࡿࡓࠎᇽ࡟ࡢ࡞ࢀࡑࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡓࡗ࡞࡜ዪ㈆ࢀࡉ໬ឤࡸࡎ
࡚ࡅഴࢆᚰࡁዲࡿ࡞኱ከࠊࢀධ࡟ᐙࢆፉࡢṓ஑ࡢᒇ❧௙ࠊ࡟ࡎࡏࡶᥭᐉࢆᚨጾࡋ㝆ࢆẸࡢ᪉㐲
ࡼࡋ࠺࡝࡚ࡏࡉ࠼ぬࢆ࡜ࡇࡿࡏࢃ⁻ࢆẼⰍ࡚ࡗࡲ࡜ࡃ㧗࠾ࠊࡏࡉࡅࡘࢆ⣚ཱྀࡸ⢊ⓑ࠼ᩍࢆ⢝໬
ࢀᆶࢆ⠊࡞࠺ࡼࡢ࡝࡬Ꮚࡸጔࠊࡣ࡟ࡽ࠿ࡿ࠶࡛࠺ࡼࡢࡇࡀ᪉ࡋ᥋ࡢ࡬ዪୗ࠸ᗂࠋ࠿ࡢ࠺࠸࡜࠺
↓ࠊⷙῘࡀẶᯘࡢጔࡾ࠶࡛ῘⲨࠊ⫝̸୙ࡀᐁ୕⋤ࡢᏊᜥࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺࠸࡜࠺ࡼࢀ▱ࡶ࠿ࡓ࠸࡚
ࢁ࠶࡛ࡓࡗ࠶ࡀࡕ㐣ࡢఱࠊࡤࢀ࠸࡚ࡋ⫱ᩍ࡜ࡾ࠿ࡗࡋࡀᐉᣍ⋤ࠋ࠿࠸࡞ࡣ࡛↛ᙜࡶࡢࡿ࠶࡛ἲ
ࠊࡾṧࡀ⚝⅏࠸࡞ࡾ㝈࡛࡜ࡇࡓࡋᑟᩍ㸧࡟ྥ᪉࠸ᝏ㸦ࢆࡾ࡜ࡦⶈ㔠₫ࡀᐉᣍ⋤ࡀࢁࡇ࡜ࠋ࠿࠺
࡞ࢆሗᝏ࡟ᐉᣍ⋤ࡀẶᯘࡤࢀࡳ࡚ࡋࠋࡿ࠸ࡀ៞㛛す࡟ᚋࠊ኱Ṋ࡟๓ࡣ࡟⪅ࡓࡅཷࢆᐖࡢࡑ࡟㌟
῝ࡣ⪅సࠊࡣ⚾ࡑࡇࡽ࠿ࡔࠋࡿ࠶࡛࡜ࡇࡢ๓ࡾࡓᙜࡶࡢ㸧ࠞ ࠝࡍởࢆྡᐙࡋ㏻ᐦ࡜៞㛛す㸦ࡍ

ࠋࡿ⮳࡟Ṛ࡚ࢀࡉࡲ࿐࡟㔞㐣ࢆ⸆᫓࡟ⶈ㔠₫࡛ࢁࡇ࡜ࡓࡋᏯᖐ࡟ᚋࡓࡋࡈ㐣࡜ඣභ⋤ࡣ៞㛛す
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࡛ࡢ࠺࠸࡜ࡔࡢࡓ࠸ᥥࢆኴኴᯘ࡟ᨾࡔࢇཬ࡛ࡲ࡟ᡤሙࡢ㌟ฟࡀᝏ៮ࡢࡑࡘୟࠊࡳ៮ࢆⶈ㔠₫ࡃ
࡚ࡋ࠺࡝ࠊࡀࡿ࠶࡛ࡅࢃࡿ࠸࡚ࡆୖࡾసࢆࡉ㎥ᝏࡢⶈ㔠₫ࡓࡲࡶࠞࠝᡞ኱ᙇࡤࡽ࡞ࢀࡑࠋࡿ࠶
㸧ࡿࡼ࡟Ṛࡢᙼ㸦ࡢ⫋㸧ྡᐁṊ㸦ᡞ༓ࡢ៞㛛すࡀᐁ஧ᙇ㸧ࡢ⏚ࡢᡞ኱ᙇ㸦ࠊࡣࢀࡑࠋ࠿ࡢ࠸࡞࠿ᥥ
ࡣࢀࡇࠞࠊ ࠝࡾ࠶࡛ࡽ࠿ࡿࡍ᪕᩷࠺ࡼࡿፚࢆඣᎲ瀯㸧࡚ࡋᑐ࡟ᐁ஧ᙇ㸦ࡣ∖఑ᛂࠊࡵᇙࢆဨḞ
࠿ࡿࡅཷࢆ࠸ሗࡢ࡝࡯ࡠࡏࡃᑾ࠸ゝࡓࡲࢀࡇࡸࡎᚲࠊ࡚ࡗ࠶࡛ࡢ࡞៞㛛すࡢே୍࠺ࡶࡽࡀ࡞ࡉ
ࠊࡾ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗࡀᗈࡀ㠃Ἴࡢ㝈↓ࡶ࡟ࢁࡇ࡜࠸࡞ࡤཬࡀ➹㸧᥋┤㸦ࡾࡲࡘࠋࡿ࠶࡛ࡢ࡞ࡽ
ࢃ࠸ࡀࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡋ࡜ࢇࡉ㞃ࢆ᭩ࡢ㒊኱ࡢ෉୍࡟᭦࡟ࢁࡇ࡜࠸࡞ࢀ࠿᭩ࠊ࡟࡜ࡇࡲ
ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺࠸࡜ࡿ฿ព࡚ࡋࡎࡽ฿➹ࡿࡺ
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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࡟᪤ࡀ⪅సࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ᗘែࡿࡍᑐ࡟῭ᩗ㝞ࡢፉ᭶࿋ࠋ࠿࠸࡞ࡣ࡛ࡿṧࡀၥ␲ࡣ࡟ࡅࡀᚰࡢࡑ
ࡗ࡞࡟ᚋࠞࠋ ࠝ࠸࡞ࡏࡃᑾ࠸ゝࡶ࡚࡜ࠊࡣ⨥ࡔࢇ㎸ࡁᘬ࡟ᐙࢆ㈫ࡀፉ᭶࿋ࠋࡿ࠸࡚ࡋ᭩኱➹≉
ࡣ㛫᫨ࠊࡎࢀࡽࡌㅮࡶ⟇ࡃ࠾ࡕ࠿ศࢆே஧ࠊࡶࡽ࠿࡚ࡗ◚ぢࢆ㏻ᐦ㸧ࡢ࡜῭ᩗ㝞࡜ⶈ㔠₫㸦࡚
ࠞࠊ  ࠝࡋฟ࠸㏣ࢆ῭ᩗ㝞ࠊᚋࡢࡑࠞࠋ  ࠝࡓࡗࡲࡋ࡚ࡋ࡟ࡾࢃ⤊ࢆศฎ࡛ࡅࡔ࠺࠸࡜ࡿࡵ㛢ࢆ㛛
ࡢࡶ࡞࠺ࡼࡿࡏ࠿ࡲࢆᲚ࡟㢼࡞ࡳࠊ࡝࡞ࠞࠝࡿࡍᚅᣍࢆᱵ᫓ࠞࠊ ࠝࡅᒆࡾ㏦࡟ᙼࢆጠ኱㛛す
ࡾࡓ࠸↏ࢆ㤶࡟ࡳࡸࡴࠞࠊ ࠝࡾࡓ࠸⫈ࢆᕳᐉࡢൔᑽࡶ࠿ࡋࠋ࠸࡞ࡀぢᐃࡶࡋᑡࠊ࡛
୙ࠕࡽ࠿࡚ࡗ࡞࡟ᚋࠊ࡚ࡋࡑࠋࡿ࠶࡛࠸⾜ࡠࡽ࠿ࡋࡲዲ࡚ࡋ࡜ே፬ࡃࡓࡗࡲࠊࡣࡢࡿࡍࠞࠝ
⏕୍ࡢፉ᭶࿋ࡓࡲࠊࡋࡃᑾࡏࡽㄗࢆ⏕୍ࡢ៞㛛すࡀᏐᩥᅄࡢ 㸧ࠖࡎࡏ᭩ㄞࡣࡃࡋࡔ⏒㸦᭩ㄞ⏒
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ࡲ࡟࠸⯙ࡿ᣺ࡢᖖ᪥࡛ࢀࡑࠊ࠸ࡲࡋ࡚ࢀὶ࡜࡬ࡎࡽ▱൤♩࡟ࡢࡓࡗ࠶ࡀ㉁㈨ࡍⅭࢆၿࡣ࡟ፉ᭶
ፉ᭶࿋ࡃࡽᜍࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ⧋ࡾྲྀࡾ࠿ࡤ㠃⾲࡟ࡽࡎࡓ࠸ࠊࡃ࡞ࡀࡢࡶ࠺࠸࡜ពᩗࡃࡓࡗ
ၿࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚࠸ᥥࢆே፬ࡠࡽ▱ࢆ൤♩ࡀࡿ࠸࡚ࡗ▱ࡣ࡜ࡇࡿఝ┿ࢆேၿࠊ࡛࡜ࡇࡃᥥࢆ
ࡢ῭ᩗ㝞ࡋࡶࠋࡿ࠶࡛ศ༑࡟ࡍࡇࡢࢆᐖ࠸࡞ࡾ㝈ࡾࡣࡸࠊࡤࢀࡅ࡞ࡽ▱ࢆ൤♩ࠊࡶ࡚ఝ┿ࢆே
࡛ࡾ࠿ࡤ࠿࠸ࡣ⨥ࡢ⪅࠸࡞ࡋࡽࡍఝ┿ࡢேၿࠊࡤࢀ࠶࡛ࡢࡿࡍᖐ࡟㸧ፉ᭶࿋㸦ࡽ⮬ࡀ⨥ࡢ஦ᝏ
⨥ࡢፉ᭶࿋ࠊࡀࡿ࠶࡛ࡢࡶࡓࡋᡂᙧࡀፉ᭶࿋ࡣ⨥ࡢ῭ᩗ㝞ࠊࡽ࠿ࡿ࠶࡛ࡅࢃ࡞ࢇࡑࠋ࠿࠺ࢁ࠶
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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࡟ᮇ᫬࠸᪩ࡤ࠼࠸࡜ࡣ៞㛛すࠊࡀࡔࡢࡿ࠸ࡶ࡛ࡽᗄࡣࡢࡶࡿ࠶࡛͇෭͆࡟࡝࠸࡚៞㛛すࠊࡣࡢ
ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚࠸ᥥࢆ࡜ࡇࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽ࠼ࡽ࡜ࢆ඙ண
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ࡢࡿ࠸࡚ࡵ່ࢆίΎ᰿භࡶࡃ᪩࡛㢌ෑࡣ⪅సࠋ࠿࠺ࢁ࠶࡛ࡢࡿ࠸࡚ࡗ࠿ศࢆᅗពࡢ⪅స࠸ࡓࡗ
ࠊࡣ࡟ࡿࡵ⥾࡛Ꮠ͇ ✵ ͆ࠋࡿ࠿ศࡀ࡜ࡇࡿࡵ⥾ࢆᏐᩥ஧ࡢ͇ Ⰽ㈈ ࡚͆ࡶ͇ ✵ ࡸ͆ࡎᚲࠊࡽ࠿ࡿ࠶࡛
࡞ࡋࡾࡓࡵᨵ࠸᜼࡚ࡋỴࡤࢀࡅ࡞࡞Ṛࡣ៞㛛すࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࢀࡅ࡞ࡏࡉᐙฟ㸧ࢆ࠿ㄡ㸦ࡸࡎᚲ
㛛すࠊࡀፉ᭶࿋ࡋࡶࠋ࠿ࡢ࠸࠸ࡤࢀࡏࡉᐙฟࢆㄡࠊࡽ࡞ࡓࡗࡲࡋ࡛ࢇṚ࡟᪤ࡀ៞㛛すࡣ࡛ࠋ࠸
࡟៞㛛す࡚ࡋ࡟࠺ࡼࡢ࡝ࠊࡽ࡞ࡓࡗධ࡟ᒣ࡚ࡋ࡜ⴠࢆ㧥ࡄࡍ࡟ࡎࡳ㢳ࢆ࡜ࡇࡢᐙࠊࡸࡠṚࡀ៞
ࡉࢀධࡅཷࢆ࠼ᩍ࡟㌟⮬៞㛛すࡾࡣࡸࡸࡎᚲࠊ࡜ࡿ࡞࡜࠸࡞ࡁ࡛ࡣ࠺ࡑࠋ࠿ࡢ࠸࠸ࡤࡅㄝࢆἲ
ࡣ⪅సࠋ࠿ࡢ࠸࠸ࡽࡓࡋ࠺࡝ࠊࡽ࠿ࡔࡢࡿ࠸࡚ࡗࡲࡋ࡛ࢇṚࡣ៞㛛すࡋ࠿ࡋࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡤࡡࡏ
す㸦࡚ࡏࡉ᜼ᚋࢆဪᏕ࡟ᚋ᭱ࠞࠊ ࠝࡏࡉ⏕ㄌ࡟᫬ࡢࡑࡔࢇṚࡀ៞㛛すࢆဪᏕࠊ࡚ࡗࡽࡵࡓ࠿ல
⸃⳶࡚ࡶᚰࡢ㈼⪷࡟ࡿࡍせࠞࠋ ࠝࡿ࠶࡛ࡢࡓࡋ࡜࠺ࡼࡏࡉ⬺ゎ㸧ࡽ⮬࡟ࡾࢃ࠿ࢀࡲ⏕ࡢ៞㛛
ࡼ࠸࡞ࡀࡕ㐣࠸࡞ࡵᨵ࡟ேࠊࡃ࡞ࡀேࡿࡏ࠾࠾ࡋ㞃ࢆࡕ㐣࡟ୗኳࠊ࡛ࡢࡶ࠺࠸࡜ࡿࡍⓎࢆ㢪ࡢ
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むのである。してみれば、作者が西門慶を遇することはなんと手厚く情け深いことだろうか。
また天下後世の人に勉励を勧めることの、なんとどこまでも懇ろであることだろうか。そんな
わけで、このような大きな結末を胸中に抱いていたわけだが、もし突然最後にいきなり普浄を
登場させて（孝哥を）“幻化”して（俗世を去らせて）39、前に導入線がなかったならば、一つ
にはよくある紋切り型に陥り、二つには筆墨が作為の跡をのぞかせてしまう。そこであらかじ
め、呉月娘が仏法を好むことを、物語の道すがらでちらりちらりと、草のなかの蛇、灰で書か
れた線のように（断続的に）描かなければならなかったのであり、後にはわざわざ碧霞宮を描
き出し、雪澗に舞台を移すやまた普浄に顔を出させ〔〕、遅れること十年にしてやっと永福寺
で（筋を）収めるのである〔〕。且つ、（その場面の）幻影中では作品中の主な人物たちが、
花が開き豆が爆ぜるように現れては、また一人一人、煙が消え火が滅するように去っていく。
思うに生離死別については各人の伝にそれぞれ結末がつけられているので、ここは全体の大き
な結末なのである。作者はただただ、伏線を千も万も織り込んだ一つの作品をすべて“幻化”
して太虚へ還そうとしたのである。してみれば、呉月娘が仏法を好むのを描くのが、なまぐさ
断ちした田舎女のために（富裕な女性信者の）日常を漫然と描くような平凡なことであるはず
はない。この書の全体としての妙味は遠く離れた箇所に伏線をおくところにあり、不用意な筆
や他の部分と遊離した要素はなく、このゆえに見事さは群書に抜きん出ているのである。 
また呉月娘が仏法を好む内情には、三人の尼僧が隠れている。多くの陰謀詭計を弄し、呉
月娘に夜香を焚かせたり〔〕、懐胎薬を飲ませたりと〔〕、手を染めぬこととてな
い。つまり仏法を好むのを描くのは、また呉月娘の表にあらわれない悪辣さを描いているので
あって、このことは必ずや理解していなくてはならない。
作中、孟玉楼だけがよい結末を迎えるのは何故か。思うに、李瓶児と潘金蓮という二人の
婦人を戒めるためなのである。どういうことかといえば、孟玉楼は不幸にも前の夫に早く死な
れ、自らも亡夫への操を守ることこそできなかったが、それでも静かに閨閣に身を置き、再婚
話は仲人にまとめさせた〔〕。墓土を扇いだ（再婚を急いだ）との非難は免れ得ないとして
も、しかしそれは寡婦の常の情というものである。（再び西門慶に）嫁いでから白絹の団扇を手

「幻化」は普浄が孝哥を得度させる場面〔〕の本文で用いられる表現。
第二十一回の小説本文では、西門慶と仲違い中の正妻・呉月娘が、遊蕩にふける夫のために夜香を焚き
祈っていたとされる。張竹坡は同回の総評で、じつは月娘は帰宅した夫が自分の祈る姿を目にするように
して仲直りを計ったのであり、且つそれは尼僧の授けた策略だったと論じる。
亡夫の墳墓の土が乾かぬ間は再嫁できないために、扇で土をあおいだ妻の故事に基づく。『警世通言』
巻二「荘子休鼓盆成大道」に見える。この作品は『今古奇観』巻二十にも収められている。
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うして他人の名文を批評できようか。私が『史記』は『金瓶梅』より容易いというのは、要は
『史記』が別々にあらわすが『金瓶梅』は合わせてあらわすということであり、司馬遷が生き
返ったとしても、私が『金瓶梅』に肩入れしているとは決して言わないであろう。それに私は
『史記』が『金瓶梅』に劣るなどと言っているのでは決してなく、『金瓶梅』は『史記』の美点
をすべて備えているというのである。文章の得失はただ考えのある者のみが知るのであり、私
はただその文の見事さを鑑賞するだけであって、どうしてわざわざ作者が古の人であるか時代
の下った人であるかを論じ、彼のために論争したり譲ったりなどするであろうか。 
小説の作者が概して自らの名を記さないのは、各々（現実世界を）指し示すところがあっ
たり、暗に誰かのことを指したりして創作するからである。作者が人の悪い点は隠し良い所を
褒める筆法を用い、人物の（真の）姓名を留めず自らの姓名もあらわしていないのに、後の
人ときたらそのために委細を詮索し（真の）姓名をはっきりさせずにおかないのはどういうわ
けであろうか。その心がけの何と刻薄なことか。その上、伝聞の説は殆どが穿ったもので、深
くは信じられない。（そうした説は）要するに、作者に憤激がなければ書を著すはずがなかった
といってしまえば、一言でおしまいなのである。指し示さんとする人物がたとえ作中に現れて
いたとしても、その人物に対して憤激する当人（作者）はかえって明言するに忍びなく、その
人物に憤激せぬ我々がかえって正体を特定しようとせずにおかないのは、まことにくだらなく、
どうでもよいことである。故に、（厳世蕃の）別号が「東楼」でありその幼名が「慶児」である
（ことが西門慶に対応する）といった説は、すべて放っておいて相手にしないのである。書
物を書いた人物についても、ただ「作者」と称するだけにしておく。彼が書物に名を記してい
ないのに、どうして私が余計なことを述べる必要があろうか。近ごろ私は『七才子書』とい
うのを目にしたが、到る所に王四という名前がある。批評者には各々考えがあるとはいえ、私
としては、こんなくたびれもうけに関わらずに、文章の始終にもっと注意を向けたらどうかと
思う。気まぐれにここに記して世の人々に申し上げるものである。（つづく）
※本稿は、科学研究費補助金（課題番号 ）による成果の一部である。

原文「隠悪揚善之筆」。『中庸』に「舜は…悪を隠して善を揚げ」云々とあるのに基づく表現。ここでは
悪く描く人物のモデルを名指ししないことをいう。
作者・年代とも不明の資料ながら、『寒花盦随筆』（蒋瑞藻『小説考証』所引）に「世にいうには（中略）
厳世蕃（厳嵩の子）は幼名を慶といい、西門も名を慶という。世蕃は東楼と号し、この書（『金瓶梅』）で
は西門という姓によってこれに対応させている（世伝…世蕃小名慶、西門亦名慶。世蕃号東楼、此書即以
西門対之）」との記載があって、張竹坡がここで述べるような説が通行していたことが分かる。『金瓶梅』
の成立をめぐるこの伝承については、大木康「厳嵩父子とその周辺――王世貞、『金瓶梅』その他」（『東
洋史研究』第 巻第 号、）に詳しい。
 『第七才子書』とは、毛綸と毛宗崗が『琵琶記』に批評を附したもの。『琵琶記』は作者の高則誠が
王四という友人の行いを諷するために書いた作品であるという立場に立っている。
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